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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

男女共同参画推進事業

市民生活部
市民活動課

男女共同参画社会の形成

07

男女共同参画意識の啓発と普及01

実施
計画73-0101

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民（個人、家庭、学校、職場、地域、
各種団体）
行政（本市） 第２次尾張旭市男女共同参画プランの進捗管理を行い、市の取組を推進する。

・男女共同参画行政推進会議（市幹部職員）、同幹事会（市民生活部長、課長　
　級職員等）及び事業実施担当課による施策や各事業の評価を行う。
・男女共同参画審議会（学識経験者、市民団体等の推薦、公募市民）にて、市の
　実施状況を評価し次年度以降の取組に生かす。
男女共同参画に関する理解促進の取組み
・講座等各種啓発　市民及び事業主等への啓発の実施（講座の内容によっては託
　児付きで開催）　　
・男女共同参画ボランティアの活動支援

性別に関係なく、自分の生き方を自由に
選択し、家庭・地域・職場で男女がお互
いに支えあい、喜びも責任も分かち合う
男女共同参画社会の実現を目指し事業が
展開され、啓発講座や研修等により男女
共同参画意識が定着している。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 614 2,090 2,967 2,852

財源内訳
千円

614

市民向け講座等の開催回数

会議開催回数

男女共同参画プラン数値目標達成率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

対象

回

回

％

3 3 2 3

9 8

12.5 31.3

2,090 2,967 2,852

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

03

人と人とがふれあうまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●第2次男女共同参画プランの中間見直しを行います。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

国内外の動向や社会経済情勢の変化に対応するため、第2次男女共同参画プランの中間見直しを実施し、プランの「中間
見直し版」を作成した。（女性活躍推進法に基づく市町村推進計画を新たに位置づけ。）

一般会計



[1327]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

男女共同参画研修事業

市民生活部
市民活動課

男女共同参画社会の形成

07

男女共同参画に関わる行政の環境整備02

実施
計画73-0201

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市職員

職員研修を通じ、男女共同参画の趣旨を理解し普段から実践できる職員を増や
す。
・職員研修（人事課予算）の企画、講師選定、実施。（年2回程度）

市職員が、男女共同参画の趣旨を理解
し、日常業務活動で実践できるように
なっている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

財源内訳
千円

研修の実施回数（単年度）

男女共同参画の趣旨を理解し日常業務活動で実践してい
る職員割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

回

％

2 2

80 76.2

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

03

人と人とがふれあうまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 新規

●引き続き、職員に対する意識付けの機会を増やします。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 △

職員ポータルでの周知や研修等例年同様の取組にとどまった。


